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半世紀前には 2 割程度だった日本の大学進学率は今や 5 割を超え，学生のあり方も多様化してい
ます．大学は，かつて廣中レポート（「大学における学生生活の充実方策について （報告） －学生
の立場に立った大学づくりを目指して－」2000年 6 月）が提起したように，正課教育だけでなく，
課外活動を含めた豊かな経験を学生に提供するよう求められています．そのために，中等教育から
高等教育への接続，高等教育から社会への接続を円滑化するため，あるいは大学における教育や生
活に学生を適応させ，効果的な学びを提供するため，各種のカウンセリングやアドバイジングの体
制が整備されるようになりました．同時に，教職員だけでなく，大学外部との連携・協働も含めた
学習環境の構築が重視され，キャンパス全体にラーニング・コミュニティを形成することが目指さ
れています．
こうした現状に鑑み，本号では「多様化・複雑化する学生支援の現代的課題」を特集テーマとし
ました．大学がその中心的使命を果たしていくためには，多角的な視点から学生を理解し，適切な
支援を進めていくことが必要です．そこで，学生の変化と学生支援，学生相談，留学生支援，経済
支援，心身を含めた健康支援，健康支援の基礎となる身体教育論，留学生のキャリア支援，障害学
生支援という 8 本の論稿をお願いしました．
また，課外活動については東北大学の経験をもとにした特別寄稿をお願いしました．これらの論
稿から，現代日本における学生支援の方向がクリアになれば，何よりの喜びです．
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